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l財政事情1
　
昭
和
50
年
度
松
代
町
一
般
会
計
予
算
の
編
成
に
当
っ
て
は
、
松
代
町
総
合

計
画
に
基
き
、
過
疎
地
域
振
興
計
画
町
の
財
政
計
画
と
を
調
整
し
な
が
ら

編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
予
定
さ
れ
る
一
般
財
源
約
六
億
八
千
万
円
に
対
し
、
物
価
の
上
昇
・
人
件

費
の
大
巾
な
延
び
と
、
簡
易
水
道
事
業
の
最
終
試
算
に
よ
る
概
算
工
事
費
八

億
四
千
万
円
、
統
合
中
学
校
建
設
試
算
五
億
八
千
万
円
の
二
大
事
業
を
控
え
、

計
画
さ
れ
た
新
規
事
業
の
若
干
の
繰
延
べ
縮
少
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
が
．

住
民
の
要
望
に
答
え
る
た
め
、
経
常
的
経
費
を
極
力
切
り
つ
め
．
町
債
一
億

二
千
五
百
六
〇
万
円
と
．
財
政
調
整
基
金
の
取
り
く
ず
し
四
千
万
円
を
加
え

て
、
総
額
一
〇
億
八
千
万
円
で
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

般
会
計
1
0
億
円
を
こ
え
る

　
新
年
度
予
算
を
議
決
す
る
第
一
回
定

例
議
会
は
、
三
月
十
日
か
ら
四
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
に
お
い
て
付
議
さ
れ
議
決

さ
れ
ま
し
た
事
件
は
弱
件
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
は
昭

和
50
年
度
一
般
会
計
予
算
で
し
ょ
う
。

　
一
般
会
計
予
算
は
基
本
万
針
で
の
べ

（単位：千円昭和50年度松代町の予算

会計名 本年度予算 前年度予算 難欝
一般会計 ’LO80，000 77α000 31α000 4α3％

鵬艘露 249656 282279 △3a623 △IL6

馨嚇蓼辞 3“97 2宅125 て372 272

鯉鋤聖薄 279808 21◎475 6a333 293

轟祷肇蕃 4L494 35379 ◎115 1乳3

合計 乱68義455 L33L258 354197 2α6

前
年
度
比
較
40
％
増

ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
、
総
額
十
億
八

千
万
円
で
前
年
度
の
予
算
額
を
4
0
・
5

％
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
国

保
事
業
勘
定
会
計
が
、
出
稼
者
の
家
族

が
社
会
保
険
に
加
入
適
法
化
し
た
こ
と

や
、
高
額
療
養
費
・
老
人
医
療
費
等
支

給
額
の
減
（
昭
和
4
9
年
度
の
実
績
を
も

と
に
算
出
）
な
ど
で
減
額
さ
れ
ま
し
た

が
、
診
療
施
設
勘
定
で
は
2
7
・
2
％
、

簡
易
水
道
事
業
2
9
・
5
％
、
農
業
共
済

事
業
レ
・
5
％
．
各
々
の
増
で
、
一
般

・
特
別
会
計
を
合
せ
て
十
六
億
八
千
五

百
四
四
万
五
千
円
で
．
前
年
度
を
三
億

五
千
四
百
十
九
万
七
千
円
上
ま
わ
る
大

型
な
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

　
以
下
歳
出
予
算
に
見
る
主
事
業
で
す
。

　
一
般
会
計

◎
民
生
費

－
　
老
人
医
療
費
扶
助
三
千
＝
一
二
万

　
九
千
円
（
う
ち
国
庫
支
出
二
千
一
五

　
万
八
千
円
）

z
　
児
童
手
当
一
千
六
九
三
万
六
千
円

　
（
う
ち
国
庫
支
出
一
千
二
〇
〇
万
九

　
千
円
・
県
支
出
二
六
四
万
五
千
円
）

ミ
ミ
を
ミ
き
く
な
さ
を
を
さ

行
　
　
館
平
番

昭和50年4月10日発

　　第185号
東頸城郡松代町公民

館長　関　谷　昭

電話　松代　301

◎
衛
生
費

工
　
簡
易
水
道
特
別
会
計
へ
繰
出
し
一

　
千
六
三
一
万
七
千
円

◎
農
林
業
費

t
　
町
単
農
道
開
設
・
圃
場
整
備
補
助

　
一
千
五
〇
〇
万
円
、
内
訳
・
農
道
開

　
設
一
千
万
円
（
町
債
三
五
〇
万
円
）

　
圃
場
整
備
五
〇
〇
万
円

Z
　
県
単
農
道
開
設
H
蓬
平
・
仙
道
2

　
線
工
事
二
千
六
〇
〇
万
円
ハ
県
支
出

　
一
千
一
七
〇
万
円
・
町
債
八
O
O
万

　
円
．
受
益
者
負
担
三
二
九
万
円
）

5
　
圃
場
整
備
地
区
農
道
舗
装
“
峠
・

　
木
和
田
原
七
七
〇
万
円
（
県
支
出
三

　
〇
八
万
円
・
受
益
者
負
担
三
三
一
万

　
円
）

4
　
圃
場
整
備
事
業

　
蒲
生
“
三
千
一
〇
万
円
（
県
支
出
一

　
千
八
九
五
万
六
千
円
・
受
益
者
負
担

　
六
七
七
万
四
千
円
）

　
室
野
h
三
千
八
六
〇
万
円
（
県
支
出

　
．
一
千
九
一
九
万
円
・
受
益
者
負
担
九

　
五
九
万
五
千
円
）

5
　
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
建
設
“
峠
・

　
一
千
万
円
（
県
支
出
三
〇
〇
万
円
・

　
町
債
六
〇
〇
万
円
）

6
　
林
道
開
設
事
業
H
下
山
・
海
老
二

　
千
六
六
万
二
千
円
（
県
支
出
一
千
二

　
七
一
万
三
千
円
・
町
債
四
五
〇
万
円
）

z
　
造
林
事
業
五
八
八
万
円
（
県
支
出

　
三
一
七
万
円
・
そ
の
他
七
〇
万
円
）

◎
土
木
費

1
　
国
県
道
工
事
負
担
金
一
千
五
〇
〇

　
万
円

Z
　
道
路
新
設
改
良
舗
装
事
業
1
9
ケ
所
、

　
六
千
八
九
五
万
四
千
円
ハ
町
債
四
千

　
五
一
〇
万
円
）

5
　
道
路
維
持
費
一
千
七
二
一
万
三
千

　
円
（
県
支
出
九
〇
万
円
・
そ
の
他
二

　
七
万
円
）

4
　
松
代
～
大
島
線
改
修
事
業
六
一
二

　
万
円

5
　
家
の
下
橋
架
換
事
業
七
〇
〇
万
円

　
（
町
債
六
五
〇
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
頁
へ
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・一般会計予算款別明細

本年度 前年度予算額 比　較
L町　　　　　　　　　税 6ag17 5“77 9440
2地　方　譲　与　税 ◎366 5350 1016
3自動車取得税交付金 ＆400 ◎000 2，400

歳 4．地　方　交　付　税 585400 426，660 15＆740

5交通安全対策特別交付金 0 0 0
ε分担金及び負担金 3a521 1て148 1◎373

τ使用料及び手数料 2，706 L810 896
＆国　庫　支　　出　金 7＆894 62，889 16，005

9県　　支　　出　　金 99335 8q338 1＆997
1α財　　産　　収　　入 1α623 ＆160 2，463

入
lL寄　　　　附　　　　金
1a繰　　　　入　　　　金

270
40，000

L642
1qoOO
△L372
30，000

13繰　　　　越　　　　金 9021 14，186 △5，165
14．諸　　　　収　　　　入 15947 1L840 4，107

15町　　　　　　　　　債 125600 69500 5◎100
入合計 LO8α000 77α000 310，000

前
L議 2L252 1◎072 ε180
2．総　　　　務　　　　費 14α678 110，888 2乳790

歳 3民　　　　生　　　　費 119972 9黛363 20，609

4．衛　　　　生　　　　費 4τ205 2＆164 19041
5労　　　　働　　　　費 1L319 9924 L395
e農　　林　　業　　費 20◎519 135547 7α972
7商　　　　エ　　　　費 2，043 L267 776
＆土　　　　木　　　　費 18＆843 15a534 3ε309
9消　　　　防　　　一費 52，886 45，423 乳463

出 1α教　　　　育　　　　費 205053 102052 103no1
1L災　害　復　　旧　費 1τ073 3，901 1a172
12，公　　　　債　　　　費 5乞200 4＆119 9081
13予　　　　備　　　　費 9957 15，746 △ε789

合　　　　計 LO8α000 770，000 310，000

（）内は昭和49年度一般会計構成比
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04

ぞ激

の広

　歪

徽1
く溢　資　的　弩重ク

1
（2）

茸）濯的養（首

6
　
建
設
機
械
運
営
・
機
械
借
上
費
一

　
千
二
六
五
万
一
千
円
（
機
械
貸
付
収

　
入
五
三
〇
万
円
）

Z
　
除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
車
購
入
・
一
台

　
一
千
七
五
二
万
円
（
国
支
出
一
千
一

　
六
八
万
円
・
町
債
五
三
〇
万
円
）

8。

　
公
営
住
宅
（
差
呂
示
塚
）
道
路
工
事

　
八
五
〇
万
円

◎
消
防
費

工
　
上
越
地
区
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　
二
千
三
四
九
万
五
千
円

z
　
消
防
団
運
営
費
一
千
九
一
万
四
千

　
円
5
　
消
防
施
設
整
備
費
一
千
七
三
三
万

　
五
千
円
く
国
支
出
一
一
六
万
円
）

◎
教
育
費

1
　
中
学
校
用
地
造
成
費
六
千
三
〇
万

　
円
（
町
債
四
千
五
〇
〇
万
円
）

乞
　
峠
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
五
二
一
万

　
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
頁
へ



◎
災
害
復
旧
費

集
　
土
木
施
設
・
農
林
施
設
災
害
復
旧

　
費
一
千
六
四
七
万
三
千
円
（
国
支
出

　
一
二
九
万
五
千
円
・
県
支
出
二
四
三

　
万
六
千
円
・
そ
の
他
六
一
万
円
）

◎
公
債
費

工
　
借
入
金
返
済
五
千
七
二
〇
万
円

　
（
元
金
二
千
一
八
三
万
二
千
円
．
利

　
子
三
千
五
三
六
万
八
千
円
）

国
保
事
業
勘
定
特
別
会
計

～
　
療
養
給
付
金
二
億
二
〇
〇
万
二
千

　
円
（
国
支
出
一
億
一
千
七
八
○
万
一

　
千
円
・
基
金
繰
入
八
O
O
万
円
）

Z
　
高
額
医
療
費
一
千
四
四
万
九
千
円

　
（
国
支
出
四
七
〇
万
二
千
円
）

※
付
記

　
工
　
保
険
税
は
一
世
帯
当
り
四
万
円

　
　
と
し
、
前
年
度
並
み
に
し
ま
し
た
。

　
Z
　
助
産
費
の
増
額
、
一
件
二
万
円

　
　
を
四
万
円
に
し
ま
し
た
。

　
5
　
葬
祭
費
の
増
額
、
一
件
八
千
円

　
　
を
一
万
五
千
円
に
し
ま
し
た
。

　
4
　
育
児
手
当
の
増
額
、
一
件
一
ケ

　
　
月
五
百
円
を
一
千
円
に
し
ま
し
た
。

診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計
（
省
略
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

1・

簡
易
水
道
建
設
事
業
二
億
五
千
七

　
三
〇
万
二
千
円
ハ
国
支
出
七
千
八
六

　
〇
万
円
・
町
債
一
億
五
千
九
四
〇
万

　
円
）

※
本
年
度
実
施
の
主
た
工
事

　
↑
　
水
源
地
、
取
水
堰
と
沈
砂
池
2

　
　
ケ
を
造
る
。

　
z
導
（
送
）
水
管
布
設
、
水
源
1

　
　
ー
浄
水
場
　
　
池
尻
第
2
配
水
池

　
　
　
　
松
代
連
絡

　
5
　
配
水
管
－
室
野
．
奈
良
立
．
福

　
　
島
・
池
尻
・
千
年

　
4
　
加
圧
ポ
ン
プ
室
2
棟
、
奈
良
立

　
　
池
尻

巳
　
消
火
栓
、
44
基

　
6
　
流
末
工
事
、
室
野
地
区
に
施
行
。

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

↑
　
農
作
物
共
済
金
一
千
四
五
三
万
九

　
千
円

2
　
水
稲
病
害
虫
防
除
機
具
背
動
散
卯

　
台
購
入
四
八
二
万
三
千
円

※
付
記

　
共
済
事
業
引
受
対
象

　
◎
水
稲
九
二
、
三
六
四
ア
ー
ル

　
　
　
　
　
　
戸
数
一
、
五
二
七
戸

　
◎
蚕
二
〇
一
箱
．
戸
数
七
一
戸

　
◎
家
畜
三
五
〇
頭
・
戸
数
一
七
〇
戸

　
単
位
当
り
共
済
金
額

　
◎
水
稲
－
陶
当
り
　
二
〇
〇
円

　
◎
蚕
－
箱
当
り
　
春
蚕
二
万
四
千
再

　
　
　
秋
蚕
二
万
二
千
円

　
◎
家
畜
　
七
万
七
千
円

付
議
さ
れ
た
案
件

　ノドヘ　　　　　　　　ノドヤ　　　　　ノドヘ　　　　　 ノ　　　　　　

　議　　　議　　議　　議　議
で第制条報第算簡第算国第一第
非五定例酬四（易三（民二般一
常号にの及号第水号第健号会号
勤）つ一び）三道）四康）計）
の松い部費松号事昭号保昭補昭
も代てを用代）業和）険和正和
の町　改弁町　特四　特四予四
の特　正償議　別九　別九算九
報別　す等会　会年　会年（年
酬職　るにの　計度　計度第度
及の　条関議　補松　補松七松
び職　例す員　正代　正代号代
費員　のるの　予町　予町）町

　
　
　
鋤
入
微
に
、
こ
の
方
々
が
な
ら
れ
ま
し
た

　
三
月
の
定
例
会
で
議
会
の
同
意
を
得
て
、
次
の
万
が
四
月
一
日
付
で
、

，
代
町
助
役
並
び
に
収
入
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
　
役
　
　
鈴
　
木
　
益
　
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
8
年
m
月
24
日
生
（
五
五
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
所
・
松
代
町
松
代

　
　
昭
和
烈
年
7
月
引
日

　
　
〃
　
引
年
1
0
月
－
日

　
　
〃
　
4
7
年
4
月
引
日

収
入
役
　
　
柳

松

　
　
大
正
n
年
1
2
月
犯
日
生

　
　
住
所
・
松
代
町
福
島

主
な
職
歴

　
昭
和
釦
年
辺
月
引
日
　
奴
奈
川
村
役
場
書
記
拝
命

　
昭
和
砺
年
8
月
－
日
　
松
代
町
役
場
税
猛
課
長
拝
命

松
代
町
役
場
吏
員
拝
命

松
代
町
役
場
総
務
課
長

拝
命
松
代
町
収
入
役
拝
命

公
　
　
治

　
　
（
五
ニ
オ
）

　
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
六
号
）
松
代
町
職
員
の
特
殊
勤

　
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
七
号
）
寒
冷
地
手
当
の
支
給
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
八
号
）
松
代
町
職
員
の
旅
費
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
九
号
）
国
民
年
金
印
紙
購
買
基

　
金
の
設
置
・
管
理
及
び
処
分
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
一
〇
号
）
松
代
町
老
人
及
び
重

　
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
一
一
号
）
松
代
町
公
営
住
宅
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

（
議
第
一
二
号
）
松
代
町
国
民
健
康
保

　
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
一
三
号
）
松
代
町
国
民
健
康
保

　
険
診
療
所
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支

　
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
一
四
号
）
松
代
町
国
民
健
康
保

　
険
診
療
所
勤
務
医
師
旅
費
支
給
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
　
定
に
つ
い
て

（
議
第
一
五
号
）
松
代
町
国
民
健
康
保

　
　
険
診
療
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条

　
　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
　
定
に
つ
い
て

（
議
第
一
六
号
）
松
代
町
営
土
地
改
良

　
　
事
業
の
経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す

　
　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
一
七
号
）
松
代
町
農
業
共
済
事

　
　
業
特
別
会
計
賦
課
額
及
び
賦
課
単

　
　
価
の
決
定
に
つ
い
て

（
議
第
一
八
号
）
松
代
町
特
別
会
計
農

　
　
業
共
済
事
業
損
害
評
価
委
員
委
嘱

　
　
の
同
意
に
つ
い
て

（
議
第
一
九
号
）
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て

（
議
第
二
〇
号
）
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

（
議
第
二
一
号
）
諏
訪
峠
辺
地
に
係
る

　
　
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

（
議
第
二
二
号
）
松
代
町
消
防
団
員
の

　
　
定
員
・
任
免
・
給
与
・
服
務
等
に

　
　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
第
二
三
号
）
松
代
町
教
育
委
員
会

　
　
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等

　
　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
　
る
条
例
の
制
定
に
づ
い
て

（
議
第
二
四
号
）
北
山
小
学
校
田
代
分

　
　
校
の
廃
止
に
つ
い
て

（
議
第
二
五
号
）
松
代
町
立
学
校
設
置

　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
制
定
に
づ
い
て
※
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町
民
の
健
康
を
守
り

福
祉
増
進
を
図
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
年
度
予
算
か
ら

　
町
民
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
松
代
町
で
は
、
不
況
と
物
価
高

に
よ
る
苦
し
い
財
源
難
の
中
に
あ
り
な

が
ら
も
、
で
き
る
限
り
き
め
細
い
施
策

を
樹
て
、
本
年
度
も
せ
い
い
っ
ぱ
い
の

予
算
を
組
み
議
会
の
ご
承
認
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
を
ご
紹
介
串
し
上
げ
ま

す
の
で
、
ご
利
用
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
お
盆
に
は
室
野
地
区
に
給
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
工
事

　
昭
和
四
十
八
年
に
着
工
し
た
松
代
町

簡
易
水
道
工
事
は
、
着
工
と
同
時
に
物

価
高
．
イ
ン
フ
レ
・
不
況
・
総
需
用
抑

制
と
世
の
中
の
悪
条
件
を
も
ろ
に
受
け

ま
し
た
。
し
か
し
若
干
の
遅
れ
は
あ
っ

て
も
工
事
計
画
に
は
、
い
さ
さ
か
の
狂

い
も
な
く
完
成
に
向
っ
て
着
々
と
進
行

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
盆
に
は
室
野
に
給
水
、
秋
に

は
福
島
奈
良
立
に
も
給
水
し
．
で
き
れ

ば
正
月
ま
で
に
は
松
代
の
現
在
の
施
設

に
接
続
し
て
松
代
に
も
城
川
の
水
を
給

水
し
た
い
考
え
で
す
。

虫
歯
予
防
に
フ
ッ
ソ
う
が
い

　
子
供
は
五
オ
で
す
で
に
九
七
％
が
む

し
歯
に
か
か
っ
て
い
て
．
一
人
平
均
十

一
本
の
む
し
歯
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は
そ
の
わ
ず
か

七
％
し
か
処
置
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で

す
。
現
在
の
子
供
達
の
口
の
中
は
、
半

数
以
上
の
乳
歯
が
む
し
歯
で
お
か
さ
れ

食
物
を
充
分
に
咬
め
る
状
態
に
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
育
盛
り
の
子
供
が
む
し
歯
で
偏
食
に

陥
い
り
、
充
分
な
栄
養
を
と
る
こ
と
が

出
来
な
い
ば
か
り
か
、
精
神
的
に
も
不

安
定
に
な
り
．
健
康
そ
の
も
の
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
大
変
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
む
し
歯
予
防
の
決
め
手
と
も
言
わ
れ

て
い
る
の
が
水
道
水
に
フ
ヅ
ソ
を
入
れ

て
流
す
、
い
わ
ゆ
る
水
道
水
の
フ
ッ
ソ

，
化
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
と

し
て
、
フ
ッ
ソ
水
に
よ
る
う
が
い
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
フ
ッ
ソ
に
ょ
る
む
し

歯
予
防
は
世
界
的
な
も
の
で
先
進
諸
国

で
盛
ん
に
行
わ
れ
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。　
新
潟
県
で
は
、
新
潟
大
学
歯
学
部
予

防
歯
科
学
教
室
と
新
潟
県
歯
科
医
師
会

が
中
心
と
な
っ
て
子
供
の
歯
を
守
る
会

を
結
成
し
て
こ
の
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。　
松
代
町
で
は
、
新
潟
大
学
歯
学
部
の

指
導
の
も
と
に
昨
年
か
ら
町
内
三
保
育

園
児
に
対
し
「
フ
ッ
ソ
う
が
い
」
を
実

施
し
て
来
ま
し
た
。
今
年
は
引
続
き
保

育
園
で
実
施
す
る
の
は
勿
論
で
あ
り
ま

す
が
、
補
助
金
を
出
し
て
町
内
小
中
学

校
児
童
全
員
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。老

人
家
庭
に
除
雪
費
援
助

　
医
学
の
進
歩
に
よ
る
平
均
寿
命
の
大

巾
な
伸
び
、
家
族
計
画
に
よ
る
出
生
率

の
低
下
、
若
年
層
の
都
会
流
出
に
よ
る

過
疎
化
な
ど
人
ロ
の
老
齢
化
が
進
む
中

に
あ
（
て
．
核
家
族
化
が
又
こ
れ
に
拍

車
を
か
け
て
松
代
町
で
も
老
人
家
庭
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
老
人
家
庭
に

冬
季
間
の
除
雪
の
不
安
を
少
し
で
も
解

消
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
除
雪
費
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

健
康
老
人
を
表
彰

　
老
人
の
医
療
費
が
無
料
に
な
り
、
又

昨
年
か
ら
高
額
医
療
給
付
制
度
が
実
施

さ
れ
る
な
ど
し
て
、
比
較
的
医
療
を
受

け
や
す
く
な
り
ま
し
た
が
．
松
代
町
に

は
一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か
け
て
一
年
間

医
療
を
受
け
な
か
っ
た
健
康
老
人
が
三

四
人
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
万
々

に
対
し
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

健
康
と
長
寿
を
た
た
え
て
．
敬
老
の
日

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
が
．

今
年
も
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
五
十

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
医
療
を
受
け
な

か
っ
た
老
人
の
表
彰
を
行
う
予
定
で
す
。

助
産
費
、

葬
祭
費
給
付
倍
額
に

国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産

し
た
場
合
に
給
付
さ
れ
る
助
産
費
を
二

万
円
か
ら
四
万
円
に
、
死
亡
し
た
場
合

に
給
付
さ
れ
る
葬
祭
費
を
八
千
円
か
ら

一
万
五
千
円
に
、
育
児
手
当
を
一
カ
月

五
百
円
六
カ
月
三
千
円
を
一
カ
月
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

※
（
議
第
二
六
号
）
助
役
の
選
任
に
つ

　
　
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
議
第
二
七
号
）
収
入
役
の
選
任
に
つ

　
　
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
議
第
二
八
号
）
上
越
地
域
消
防
事
務

　
　
組
合
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

（
議
第
二
九
号
）
新
潟
県
町
村
職
員
退

　
　
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
議
第
三
〇
号
）
昭
和
五
〇
年
度
松
代

　
　
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
別

　
　
冊
）

（
議
第
三
一
号
）
昭
和
五
〇
年
度
松
代

　
　
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

　
　
歳
出
予
算
（
別
冊
）

（
議
第
三
二
号
）
昭
和
五
〇
年
度
松
代

　
　
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

　
　
歳
出
予
算
（
別
冊
）

（
議
第
三
三
号
）
昭
和
五
〇
年
度
松
代
p
『

　
　
町
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
歳
入

　
　
歳
出
予
算
（
別
冊
）

l
O
l
O
l
l
l
l
l
l
l
l
l

六
カ
月
六
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ
い

た
し
ま
し
た
。

出
稼
者
援
護
対
策

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
松
代
町
の
出
稼
収
入
は
約
六
億
円
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
米
の
収

入
に
も
匹
適
す
る
額
で
す
。
町
で
は
よ

り
ょ
い
明
る
い
出
稼
を
実
現
す
る
た
め

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

地
方
新
聞
の
配
付

　
就
労
先
の
出
稼
者
に
対
し
、
地
域
社

会
の
状
況
を
伝
え
、
安
定
し
た
明
る
い

就
労
を
図
る
た
め
．
約
十
名
以
上
就
労

し
て
い
る
職
場
へ
毎
日
新
潟
日
報
紙
を

本
社
か
ら
直
送
し
ま
す
。

就
労
先
懇
談
会
・
リ
ー
ダ
ー
会
議

　
現
地
の
生
の
声
を
聞
き
、
そ
れ
を
今

後
の
出
稼
対
策
、
町
政
に
活
か
す
た
め

町
長
以
下
関
係
職
員
が
出
稼
先
に
行
き

リ
ー
ダ
ー
等
に
よ
る
懇
談
会
を
毎
年
実

施
、
又
職
業
係
長
が
約
二
週
間
に
わ
た

っ
て
関
東
関
西
の
出
稼
先
職
場
を
訪
問

帰
郷
後
は
、
春
秋
に
リ
ー
ダ
ー
会
議
を

開
催
し
て
、
離
職
求
職
に
伴
う
失
業
保

険
の
問
題
．
健
康
管
理
の
問
題
、
出
稼

の
心
得
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
を
招
い

て
講
義
指
導
を
行
い
ま
す
。

出
稼
相
談
員
の
設
置

公
共
職
業
安
定
所
等
関
係
機
関
と
密
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
頁
へ



接
な
連
け
い
の
も
と
に
、
出
稼
者
の
就

労
動
向
の
把
握
、
出
稼
者
に
対
す
る
求

人
情
報
の
提
供
等
の
業
務
を
行
う
た
め

二
名
の
出
稼
相
談
員
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
正
月
帰
省
バ
ス
の
運
行

　
就
労
期
間
中
の
季
節
出
稼
者
が
、
一

時
帰
省
し
薄
家
族
と
一
家
団
ら
ん
楽
し

い
正
月
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り

家
族
を
安
心
さ
せ
、
又
明
る
い
就
労
を

図
る
た
め
正
月
帰
省
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
老
人
福
祉
関
係

　
前
述
の
除
雪
費
援
助
、
健
康
老
人
の

表
彰
の
ほ
か
次
の
老
人
福
祉
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

老
人
家
庭
奉
仕
員
の
設
置
“
ね
た
き
り

　
老
人
の
世
話
を
す
る
た
め
の
奉
仕
員

　
を
派
遣
し
ま
す
。

老
人
福
祉
相
談
員
の
設
置
　
　
　
“
老

　
人
の
身
上
、
生
活
相
談
等
に
応
じ
、

　
必
要
に
よ
り
関
係
機
関
、
団
体
等
の

　
連
絡
に
当
る
た
め
の
相
談
員
を
設
置

　
し
て
い
ま
す
。

介
護
人
派
遣
H
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人

　
等
で
介
護
す
る
人
が
居
な
い
家
庭
に

　
急
病
等
の
場
合
介
護
人
を
派
遣
し
ま

　
す
。

目
常
生
活
用
具
給
付
“
ね
た
き
り
老
人

　
等
が
購
入
す
る
マ
ッ
ト
レ
ス
に
補
助

　
金
を
出
し
ま
す
。

老
人
医
療
費
無
料
化
“
七
十
オ
以
上

　
の
老
人
医
療
費
及
び
六
五
オ
か
ら
六

　
九
オ
ま
で
の
ね
た
き
り
又
は
ひ
と
り

　
暮
ら
し
老
人
の
医
療
費
の
保
険
給
付

　
を
除
い
た
本
人
支
払
い
分
を
扶
助
し

　
て
無
料
に
し
ま
す
。

老
人
健
康
診
査
の
実
施
“

　
六
五
オ
以
上
の
老
人
全
員
に
つ
い
て

　
一
般
診
査
、
精
密
診
査
を
無
料
で
実

　
施
し
ま
す
。

障
害
福
祉
関
係

介
護
人
派
遣
H
ひ
と
り
暮
ら
し
の
身
体

　
障
害
者
で
急
病
等
の
場
合
介
護
人
の

　
な
い
家
庭
に
派
遣
し
て
介
護
に
当
り

　
ま
す
。

心
身
障
害
者
医
療
費
の
無
料
化
”
身
体

　
障
害
者
手
帳
一
、
二
級
、
重
度
精
神

　
薄
弱
者
、
精
神
障
害
者
の
医
療
費
の

　
保
険
給
付
を
除
い
た
本
人
支
払
い
分

　
を
扶
助
し
て
無
料
に
し
ま
す
。

身
心
障
害
者
扶
養
共
済
掛
金
補
助
h
心

　
身
に
障
害
が
あ
り
生
活
能
力
に
乏
し

　
い
子
を
お
持
ち
の
親
は
自
分
の
な
き

　
あ
と
の
子
の
生
活
が
一
番
心
配
に
な

　
る
と
思
い
ま
す
。
親
が
丈
夫
な
う
ち

　
に
掛
金
を
掛
け
、
そ
の
親
が
病
気
又

　
は
死
亡
に
よ
り
子
を
扶
養
出
来
な
く

　
な
っ
た
場
合
年
金
が
お
り
る
制
度
で

　
す
。
こ
の
掛
金
の
二
分
の
一
を
町
が

　
補
助
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
関
係

児
童
手
当
の
支
給
H
十
八
オ
未
満
の
義

　
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
三
人
以
上

　
を
養
育
し
て
い
る
者
に
対
し
て
、
義

　
務
教
育
終
了
前
の
第
三
子
以
降
の
児

　
童
一
人
に
つ
き
月
額
四
千
円
を
支
給

　
し
ま
す
。

特
殊
学
校
就
学
奨
励
費
H
盲
学
校
、
ろ

　
う
学
校
、
養
護
学
校
等
に
就
学
し
て

　
い
る
児
童
に
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
成
人
病
予
防
対
策

循
環
器
検
診
の
実
施
H
高
血
圧
．
脳
卒

　
中
予
防
の
た
め
、
県
医
師
会
の
協
力

　
を
得
て
四
十
オ
か
ら
六
四
オ
ま
で
の

　
全
員
に
つ
い
て
循
環
器
検
診
を
実
施

　
し
、
事
後
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
指
導
n
高
血
圧
．
貧
血
等

　
は
食
事
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
の

　
で
こ
れ
ら
の
予
防
対
策
と
し
て
、
キ

　
ッ
チ
ン
カ
ー
、
食
生
活
改
善
推
進
員

　
等
に
よ
る
活
動
と
指
導
を
行
い
ま
す
。

ガ
ン
検
診
の
実
施
H
希
望
者
に
胃
の
検

　
診
，
子
宮
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
母
子
保
健
関
係

　
母
と
子
の
健
康
を
守
る
た
め
、
妊
産

婦
検
診
、
乳
児
検
診
、
三
オ
児
検
診
、

先
天
性
股
関
節
脱
臼
検
診
、
助
産
婦
、

母
子
保
健
推
進
員
等
の
訪
問
指
導
、
妊

産
婦
乳
児
の
医
療
費
の
無
料
化
等
を
行

い
ま
す
。

　
予
防
接
種
関
係

　
疾
病
予
防
の
た
め
、
結
核
、
小
児
マ

ヒ
、
種
痘
、
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
血
液
型
検
査

　
救
急
の
場
合
等
に
そ
な
え
る
た
め
、

血
液
型
検
査
を
実
施
し
て
、
自
己
の
血

液
型
を
認
識
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
寄
生
虫
予
防

　
学
童
並
に
二
般
者
を
対
象
に
検
便
を

実
施
し
、
有
卵
者
に
駆
虫
薬
を
配
付
い

た
し
ま
す
。

　
環
境
衛
生
関
係

　
住
み
よ
い
環
境
を
作
る
た
め
、
蚊
、

ハ
エ
の
発
生
防
止
と
駆
除
の
た
め
の
薬

剤
使
用
に
補
助
金
を
出
し
ま
す
。

ご
み
処
理
、
危
険
物
処
理
、
し
尿
処
理

を
引
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

三
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
二
ん
敷
園

お
め
で
と
う
㊦
衡

相
沢
哲
夫
・
川
辺
弓
子
松
代
友
左
工
門

藤
田
久
・
佐
々
木
純
子
松
代
泉
営
住
宅

襲騒柳
和
贔
穰
二
男
千
年

小
堺
美
幸
繁
葬
二
女
華

佐
藤
明
人
歌
葎
二
男

樋
・
忍
騒
薯
男

宮
沢
正
行
驚
雄
三
男

清
水

池苧牛
上畑宿

松
代
金
田
屋

下
山
　
下

山
岸
和
簸
灘
長
男
蒲
生
権
兵
工
田

宮
沢
美
代
厳
雛
工
二
女
下
山
蔑

上
之
太
志
鋒
警
男
松
代
奥
村
組

関
谷
仁
譲
霧
二
女
松
代
庄
八

山
岸
ミ
ナ
鴇
轡
長
女
東
山
林

米
持
奨
緊
墜
二
男
室
野
ぎ
ぜ
ん

高
橋
蕨
難
長
男
福
島
士
璽

若
月
マ
ス

小
堺
モ
ン

若
月
フ
ミ

若
月
正
近

柳
喜
三
次

石
沢
ヌ
イ

山
岸
ミ
ナ

菅
井
力
子

佐
藤
ミ
子

八
六
オ

六
七
オ

六
六
オ

七
ニ
オ

六
七
オ

七
九
オ

　
O
オ

七
八
オ

八
一
オ

孟田蓬海
地代平老

た
ば
た

巳
！
㌧
、

平
兵
工

西
万

菅
刈
喜
左
工
門

濁室東海
　野山老

宮元林水
の屋　上
前

人ロのうこき
　（4月1日現在）

世帯数　　2ユ01←8）

人ロ男　4．124←46）

　女4．187←40）
　　計8，311←86）

出生　12　死亡　　9

転入　21　転出110

15）



16）

　漕点、　　¢ダ
兎
年
の
作
柄
は
跳
ね
上
る
か
〃
・

　
今
年
は
卯
の
年
で
す
が
、
ウ
サ
ギ
の

よ
う
に
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
、
不
景

気
風
を
吹
き
飛
ば
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
昨
年
は
全
国
的
に
や
＼
豊

作
で
あ
っ
た
が
、
当
地
万
で
は
以
外
に

不
作
で
し
た
。

　
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
ょ
う
が

前
年
の
旱
ば
つ
の
後
遺
症
、
豪
雪
に
よ

る
田
植
の
遅
れ
、
異
常
気
象
に
も
と
づ

く
病
害
虫
の
発
生
が
主
因
と
思
わ
れ
ま

す
。　
い
ま
ど
き
十
二
支
を
持
ち
出
す
の
は

ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年
は
寅
年

で
明
治
以
来
の
統
計
で
は
、
寅
年
の
不

作
は
非
常
に
少
な
く
、
大
豊
作
の
年
も

役場職員の異動がありました。
　4月1日付で町職員の人事異動が発令されました・

　町民の皆様と、仕事の上でいろいろと関係があると思
いますので、その異動をお知らせいたします・

丈
夫
な
苗
を
早
く
育
て
る

一
日
も
早
く
農
作
業
を

あ
る
が
．
ま
ず
平
年
作
を
上
廻
る
年
が

多
く
、
卯
の
年
は
前
年
の
寅
の
年
に
か

な
り
強
く
影
響
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　
寅
の
年
が
豊
作
だ
と
卯
の
年
は
必
ず

と
い
っ
て
よ
い
程
不
作
と
な
り
、
辰
の

年
で
回
復
し
て
己
の
年
で
落
ち
こ
む
と

い
う
こ
と
が
統
計
上
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
寅
の
年
が
余
り
芳
し
く
な
い

時
は
、
翌
年
の
卯
の
年
が
少
々
上
が
り
．

辰
の
年
も
ま
ず
ま
ず
の
調
子
が
続
き
己

の
年
に
な
る
と
ガ
タ
ッ
と
落
ち
る
。

　
明
治
以
来
己
の
年
は
凶
作
ま
た
は
不

作
で
．
い
い
年
は
一
年
と
し
て
な
い
よ

う
で
す
。

　
そ
れ
で
は
今
年
は
一
体
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
今
か
ら
心
配
で
す
。

　
し
か
も
今
年
は
太
陽
黒
点
の
周
期
か

ら
み
れ
ば
、
黒
点
の
極
小
年
に
あ
た
る

と
気
象
学
者
は
い
っ
て
お
り
、
極
小
年

は
過
去
の
例
か
ら
い
え
ば
、
冷
害
年
に

な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
雪
の
量
も
案
外
多
く
、
三
月
末
の
積

雪
量
は
昨
年
と
大
差
が
な
い
の
で
、
こ
畠

の
分
だ
と
す
じ
播
き
も
例
年
よ
り
遅
れ
、

し
た
が
っ
て
田
植
え
も
遅
れ
て
減
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
山
間
豪
雪
地
の
収
量
は
、
田
植
時
期

に
大
き
く
左
右
さ
れ
、
適
期
に
植
え
て

大
き
な
穂
を
つ
け
る
茎
を
早
期
に
確
保

す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。
　
　
　
●
。

　
そ
れ
に
は
苗
代
を
早
く
作
っ
て
四
月

　
　
の
　
　
ロ
ロ
の
の
　
　
　

の
　
　

二
十
日
か
ら
二
十
五
日
頃
に
は
す
じ
播

新 所　属 旧 所　属

課名 係名
氏　　名

課名 係名
収入役室 収 公治 税　　課 一

総務課 課　　長 島田　健司 産業課 課　　長

税務課 課　　長 高橋　幸平 奴奈川支所 所　　長

産業課 課　　長 樋口　芳男 建設課 土木係長
奴刹伎所 所　　長 関谷幸一郎 教育委員会 社会教育主事

建設課 土木係長 松永　　勝 産業課 経済係主任

税務課
産業課

駆主

経済係
若月　義一
佐藤　達夫

　〃
税務課

用地係注任

固定資産税係

教育委員会

税務課
教育委員会

社会教育課

　産税
、
　
　
係

米持　恒敏
佐藤　徹夫
柳　　保子

　〃
建設課
社会課

　〃ブルドーザ・一

畿翫
社会課
松代保育園
馨　欝

関谷ふじゑ
山岸喜美江

松代保育園

蒲生保育園

保　　母
保　　母

〃 〃 富沢キヨノ 室野保育園 保　　母

社会課
総務課
殴
鞍

高橋　和代
佐藤　晴美

新規採用

　〃
〃 用務員 小野島美漸 〃

昭和50年3月31日退職 佐藤　正平 総務課 課　　長
〃 市川アイノ 〃 用務員

〃
〃
〃

高橋美津江

川辺　弓子
室岡　一江

松代保育園

社会課
教育委員会

饗轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　

き
を
し
、
が
っ
ち
り
し
た
苗
を
五
月
下

　
　
　
　
コ
　
　
　
ロ

旬
か
ら
、
お
そ
く
と
も
六
月
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

は
植
え
込
む
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
冷
害
年
は
、
冷
害
そ
の
も
の
の

減
収
よ
り
も
．
低
温
に
も
と
づ
く
い
も

ち
病
の
発
生
が
大
打
撃
を
与
え
る
の
で

そ
の
た
め
に
も
早
期
に
丈
夫
な
稲
を
育

て
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
遅
く
植
え
て
、
肥
料
を
多
く
や
っ
て

分
け
つ
さ
せ
た
稲
は
、
い
も
ち
病
や
倒

伏
に
弱
く
、
い
も
ち
病
が
発
生
し
て
か

ら
の
防
除
は
手
遅
れ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
な
る
べ
く
肥
料
や
農
薬

を
少
な
く
し
て
増
収
す
る
よ
う
な
栽
培

法
を
と
る
ぺ
き
で
、
そ
の
た
め
に
ば
、

よ
く
腐
っ
た
堆
肥
を
入
れ
、
丈
夫
な
苗

を
適
期
に
植
え
て
、
要
点
を
と
ら
え
た

管
理
を
や
る
こ
と
が
稲
作
り
の
定
石
で
、

場
当
り
的
な
イ
ン
ス
タ
ン
ト
農
法
は
禁

物
で
す
。

　
兎
角
最
近
は
、
省
力
栽
培
を
勘
違
い

し
た
省
略
栽
培
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
や
り
万

が
続
く
限
り
収
量
の
安
定
増
加
は
勿
論
、

定
着
し
た
農
業
は
望
め
ず
、
祖
先
が
残

し
た
肥
沃
な
耕
土
は
だ
ん
だ
ん
荒
廃
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
と
ま
れ
、
差
し
当
っ
て
今
年
の
作
柄

を
豊
作
に
導
く
た
め
に
は
、
一
日
も
早

く
苗
代
の
田
面
に
接
し
、
丈
夫
な
苗
を

早
期
に
育
て
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
こ
と

で
し
ょ
ろ
。

　
　
松
代
農
業
改
良
普
及
所
　
若
月

鯉
の
ほ
り
た
て

　
　
　
感
電
に
注
意
を

　
年
々
鯉
の
ぼ
り
を
た
て
る
家
庭
が
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
鯉
の
ぼ
り
た
て
の

た
め
電
線
に
ふ
れ
て
感
電
、
け
が
を
さ

れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
端
午
の
節
句
を
迎
え
る
鯉
の
ぼ
り
た

て
に
は
次
の
事
に
充
分
注
意
し
事
故
を

お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

△
電
線
に
接
近
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
た
て

　
る
と
と
は
危
険
で
す
。
ま
わ
り
を
よ

　
く
確
め
て
、
安
全
な
、
電
線
の
な
い

　
と
こ
ろ
に
た
て
ま
し
ょ
う
。
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鄭
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囹
転
出
．
退
職

（
5050

4　5
●　　　　●

151

発
令
）

　
　
松
代
中
学
校

中
嶋
恵
作
（
校
長
）
中
頸
中
郷
中
・
校
長

本
山
礼
子
　
退
職

横
尾
昭
司
　
上
越
市
城
西
中

高
沢
房
吉
　
松
之
山
中

　
　
孟
地
中
営
校

川
崎
勝
彦
　
村
上
市
村
上
第
一
中

　
　
山
　
中
当
校

波
多
野
崇
　
上
越
市
桑
取
中

　
　
桐
山
中
学
校

種
岡
允
仁
　
柏
崎
市
第
二
中

川
尻
寛
柏
崎
市
第
二
中

　
　
松
代
小
学
校

滝
沢
正
泰

吉
田
洋
司

米
持
敏
夫

笠
井
笑
子

菅
井
美
千
代

退
職
新
井
市
新
井
小

上
越
市
南
本
町
小

新
潟
市
南
浜
小

　
松
代
高
校

清
水
中
・
小
学
校

小
松
園
一
郎

校
長
　
上
越
市
小
猿
屋

小
・
校
長

高
野
定
一
　
校
長
　
上
越
市
黒
田
小

　
　
孟
地
中
・
小
轡
校

　
　
北
山
小
学
校

倉
徹
小
千
谷
市
上
片
貝
小

若
月
さ
と
江
　
十
日
町
市
鐙
島
小

　
　
蒲
生
小
学
校

江
口
由
雄
　
小
国
町
上
小
国
小

小
堺
ミ
サ
　
柿
崎
町
柿
崎
小

　
　
峠
小
学
校

田
木
　
宏
　
湯
之
谷
村
井
口
小

水
島
　
信
　
上
越
市
直
江
津
小

．
㊦
￥
⑨
＠
・
⑨　
健
康
保
険

　
　
　
異
動
の
届
出
を

　
　
次
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は

　
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。
印
鑑
と
被
保
険
者
証
を
も
っ

　
て
役
場
の
窓
ロ
ヘ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〃
出
稼
先
の
職
場
で
．
健
康
保
険
に
加

　
　
入
さ
れ
て
い
た
万
は

◎⑤

　
　
　
　
　
お
早
く
　
届
出
を
〃
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
M
日
以
内
に
届
出
る
も
の

　
△
　
松
代
町
に
輯
入
し
た
と
き

　
△
　
松
代
町
か
ら
転
出
し
た
と
き

　
△
　
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

室
野
小
学
校

吉
田
フ
サ
子
　
上
越
市
大
町
小

幽
配
置
換
　
　
（
　
）
内
は
旧
任
校

中
沢
利
明
（
蒲
生
小
）
松
代
小

斉
藤
国
平
（
小
屋
丸
分
校
）
松
代
小

市
川
ヤ
ウ
（
松
代
小
）
菅
刈
分
校

春
日
一
枝
（
滝
沢
分
校
）
小
屋
丸
分
校

本
柳
貞
子
（
蓬
平
分
校
）
莇
平
分
校

富
沢
清
子
（
菅
刈
分
校
）
蒲
生
小

市
川
寛
永
（
松
代
小
）
蒲
生
小

斉
藤
充
代
（
小
屋
丸
分
校
）
室
野
小

本
柳
宗
一
郎
（
北
山
小
）
寺
田
分
校

囹
継
続
採
用

中
島
ひ
ろ
子

山
岸
玲
子

相
沢
洋
子

。
北
山
小
・
養
護
助
教
諭

・
桐
山
小
．
　
　
〃

・
清
水
小
・
　
　
〃

Ω
転
入
　
　
（
　
）
内
は
旧
任
校

　
　
松
代
中
学
校

武
藤
敦
．
校
長
（
上
越
市
古
城
小
）

北
川
健
（
頸
城
村
・
大
溢
中
）

　
　
孟
地
中
学
校

竹
田
吉
郎
（
栃
尾
市
東
谷
中
）

　
　
山
平
中
　
校

牧
野
久
宣
（
上
越
市
高
士
中
）

山
崎
肇
（
上
越
市
第
二
中
）

　
　
桐
山
中
学
校

小
林
徹
（
川
西
町
仙
田
中
）

阿
部
次
郎
（
高
柳
町
高
柳
中
）

　
　
松
代
小
学

野
本
紹
一
（
上
越
市
東
本
町
小
）

　
　
（
や
め
た
日
の
わ
か
る
職
場
の
証

　
明
書
が
必
要
）

　
　
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き

　
　
（
入
っ
た
日
の
わ
か
る
証
明
書
か
、

　
　
職
場
の
被
保
険
者
証
が
必
要
）

　
　
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と

き
。
ま
た
は
受
け
た
と
き
。

△
　
死
亡
し
た
と
き

△△△
　
子
供
が
生
れ
た
と
き

そ
の
都
度
届
出
る
も
の

△
　
住
所
や
氏
名
が
変
っ
た
と
き
。

△
　
世
帯
主
が
変
っ
た
と
き
。

△
　
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
け
が
を
し

　
た
と
き
。

　
　
　
　
　
◎
　
◎
　
◎
②
萎
董
董
蓬

小
林
ミ
チ
ョ
（
吉
川
町
泉
谷
小
）

保

清
　
中
・
4
当

忠
義
・
校
長
（
頸
播

中
．
弓
学

小
堺
昭
一
・
校
長
（
上
越
市
城
西
中
）

　
　
峠
小
学
校

佐
藤
竜
正
（
三
和
村
上
杉
小
）

幽
新
規
採
用

瀬
川
洋
子

大
滝
裕
幸

浅
野
多
津
子

桑
名
裕
子

中
村
浄
之

松
永
育
子

小
川
知
彦

永
越
幸
枝

松
代
中

　
〃
松
代
小

　
〃
　
〃
孟
地
小

蒲
生
小

峠
小

・
養
護
教
諭

．
小
屋
丸
分
校

．
儀
明
分
校

県
立
松
代
高
等
学
校

鴎
転
出
・
退
職

南
学
仁
　
長
岡
市
大
手
高
校

小
野
修
三
　
村
松
高
校

田
巻
啓
子
　
白
根
高
校

本
間
俊
和
　
塩
沢
商
工
高
校

大
谷
貞
子
　
六
日
町
女
子
高
校

本
間
安
津
夫
　
塩
沢
商
工
高
校

永
田
タ
ッ
　
安
塚
高
校

関
谷
友
一
郎
（
事
務
長
）
退
職

幽
転
入
・
新
採
用
　
（
　
）
内
は
教
科

武
石
文
雄
（
数
学
）
新
．
規
採
用

藤
尾
　
隆
（
保
体
）
　
〃

山
田
理
三
郎
（
英
語
）
南
魚
沼
・
塩
沢

　
　
　
　
中

石
川
政
秋
（
英
語
・
社
会
）
新
規
採
用

小
林
恵
ヱ
・
（
書
・
国
語
）
佐
渡
高
校

浅
野
　
隆
（
数
学
）
新
規
採
用

三
上
祥
司
（
美
術
・
英
語
）
新
規
採
、
用

菅
井
美
千
代
（
養
護
教
員
）
松
代
小

笹
川
仁
一
・
事
務
長
、
松
代
病
院

　
　
崇
繋
崇
崇
　
　
　
廉
崇
廉
廉

　
　
　
　
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

　
　
　
さ
れ
て
い
る
万
が
出
産
ま
た
は

　
た
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
支
給
す
る

　
し
任
意
給
付
の
支
給
額
が
増
額
さ

　
ま
れ
・
昭
和
5
0
年
4
月
－
日
か
ら

　
れ
が
さ
実
施
さ
れ
ま
す
。

額
額
（
）
内
は
増
額
改
正
前
の
額

給
増

支の付給意任

助
産
費

　
　
四
万
円

（
二
万
円
）

葬
祭
費

　
　
一
万
五
千
円

育
児
手
当

　
　
六
千
円

（
八
千
円
）

（
三
千
円
）17）



式成

5
月
10
目
◎
に
挙
式

身
軽
な
服
装
で
．
」
出
席
を
〃
●

人
式
を
5
月
⑱
日
午
前
⑩
時
か

ら
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
な
い
ま
す
。

　
成
人
該
当
の
方
に
は
別
途
ご
案
内
を

差
上
げ
ま
す
が
、
該
当
さ
れ
る
万
は
次

の
期
間
に
生
れ
た
方
で
松
代
町
に
居
住

．
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
ま
た
町
外
に
居

住
さ
れ
て
い
る
人
で
も
希
望
さ
れ
る
万

も
出
席
で
き
ま
す
。

霧
昭
和
讐
ψ
羅
竺

　
5
月
末
に
な
っ
て
も
ご
案
内
の
届
が

な
い
万
が
あ
り
ま
し
た
ち
公
民
館
へ
電

話
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
・
公
民
館
電
話
　
三
〇
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
二
番

　
お
気
軽
に
、
身
軽
な
服
装
で
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

ミ
リ
き
ミ
ま
ヲ
ミ
ミ
ま
ヲ
ミ
ミ
コ
ぽ
ミ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

定
員
、
20
名
程
で
締
切
り
ま
す

　
　
調
理
教
室
、
申
込
を
ど
う
ぞ

　
例
年
町
総
合
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
で

開
催
し
て
お
り
ま
す
調
理
教
室
を
、
本

年
度
は
次
の
計
画
で
開
催
す
る
予
定
で

会
員
募
集
中
で
す
。
会
場
の
都
合
で
20

調理教室の予定

名
程
で
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
か

ら
早
く
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
は
電
話
で
、
町
公
民
館
三
〇
一

番
へ
、
部
落
・
氏
名
．
自
宅
の
電
話
番

号
・
出
席
し
た
い
日
の
○
番
号
を
。

◎
講
師
（
予
定
）

　
　
笹
川
裕
子
氏
（
町
学
校
栄
養
士
）

　
　
笹
川
氏
の
ほ
か
、
農
業
改
良
普
及

　
所
の
栄
養
士
の
万
を
お
願
い
す
る
予

　
定
で
す
。

◎
経
費
　
材
料
費
経
費
徴
収

◎
時
間
　
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
二
時

　
　
　
頃
ま
で

　
松
代
町
職
工
賃
金
が
決
定
し
、
商
工

会
工
業
部
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
部

屋
の
改
造
・
屋
根
の
ふ
き
か
え
な
ど
ご

計
画
の
参
考
資
料
に
お
知
ら
せ
い
た
し

D　工事責任者賃金1日5，500円

o　時間外賃金　　1時問750円

o　臨時出勤賃金1時間1，000円

o　機械損料　加工用電動機器
　　　　　　　延坪当1，500円
　　　　　　ジャッキー
　　　　　　　1基1日当500円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

自
転
車
の
幸
運
は
？

お年玉つき年智はがき当せん番号

鰍 品　　　名 組 番　　　号

1 折りたたみ式自転車
各組共通 699855

674166
A
．
　 組 225224

2 腕　　　時　　　計舗
下5けた27707

A　　組 下5けた22800

5 封筒とグリーティングカードのセヅト 齢
下5けた　　685

　　　　025

4 お年玉切手シート 〃

下2けた　　　80

　　　　48
　　　　59

お
忘
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
お
年
玉
年
賀
は
が
き
賞
品
引
換
え

　
お
年
玉
年
償
は
が
き
の
賞
品
引
換
え

期
限
は
7
月
槻
日
ま
で
で
す
。
み
な
さ

ん
お
引
換
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
忘
れ
て
し
ま
い
無
効
に
し
て
し

ま
う
人
が
多
く
あ
り
ま
す
。
早
目
に
お

引
換
え
く
だ
さ
い
。

　
当
せ
ん
は
が
き
は
、
番
号
を
切
り
離

さ
な
い
で
郵
便
局
の
窓
口
に
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
、
一
等
と
二
等
の
賞
品
を

受
取
る
と
き
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

月　日 主　　　　　　題 内　　　　　　　　　容

①5イ5

毎　日の料理

「今晩の献立何にしようかしら」と毎日の献泣を

決めるのに頭をかかえこむことがありますね・

バランスのとれた献立をと、考えるとなかなかやっ
かいです。そんなときのヒントになれば・…

②佐5 夏に食欲をそそる献立
暑いところで働く人は疲れる割合に食欲がないので
す。仕事のあとは門休みしてカも食卓へ、汗をたく

さんカかていますから塩分擁給するために味つけ
を濃・めに」ビタミンcの多い野菜や果物を忘れず

にとりましよう。

③肱2 夏野菜を使った献立
胡瓜・トマト・なす・ピー一マンなど夏野菜家でと

れた辮な野菜を使ってみましょう・
出盛りの野菜はビタミンも豊富で事夏野菜を材料

に工夫してみましょう◎

④
1
％ 5

手軽にできる献立
手軽にできて。しかもボリュームがあったら素敵で

すね，　忙しくて夕飯に時間をかけていられないと

濫たまには手をぬいてみませんカ㌔

⑤
1
随 8

お弁当のおかずむき料理
それぞれの季節に応じてどこにでもある材料を使っ

てお弁当に適しだ味つ吠組み合わせ調理で誰れに
もできるおいLい弁当のおカずを考えてみましょう・

⑥
1
％
3 中　国　料　理

みんなに親しまれU・る中国料理をもう→粟みん
なで研究してみましょう。そして日本料理と中国

料理の違いを話し合ってみましょう。

鰯易3 お正月の料理
おせち料理も近頃はだいぶ変ってお重の中は洋食
・風や中国風のおせちもとりいれられているようです・

おせち料理重詰めについて研究してみましょう。

⑧レi3 家族で楽しめる献立
寒い冬は暖かい料理を家族揃っていただきましょう。
外は北風が拠・ていても家の中は食卓を囲んで輿・

声が絶えませんbお年寄りもこどもも好む献立を考

えてみましょう。

⑨％2 肉　　料　　理
若い人に肉料哩は喜ばれますδ食用容には豚肉・鶏

肉・牛肉・挽肉・レバー・マトン・フムなどがちり
ま鳥　　用途に応じた材料を選哉栄養的で安し・肉

料理を工夫してみましょう。

⑩多40
卵と乳製品を使って

卵・牛乳は理想、に近い食晶です・発育ざかりのお子

様には大切な食品といえましょう。
卵料理のレパートリーをふやしてみませんカ㌔


